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ケ

ア
を
描
く
育
児
と
介
護
の現
代
小
説

ケアとは、傷つけない

こ

と。私は
居るのはっ

ら

いよズ
医学書院
)と

い

う本で、そう書いた。

そ

れは
一見簡単そうに見

え

る。余計なことをしな

け

れ
は
い
い
、
安
易
に
近
づ

か

な
け
れ
は
い
い
、
適
切
な

距

離
を
取れ
ば
いい、
そう

見

える。だけど、実際は

そ

ん
な
う
ま
く
は
いかな

い

。なせなら、ケアを必

要

と
す
る
と
き
、人
は脆
弱

性

やトラウ
マを抱えてい

て

、とても傷
つきやすく

な

って
いるからだ。した

が

って、ケアする人はと

き

に相手を傷つけてしま

う

し、そしてそのことに

よ

って
自
分
自
が傷
つい

て

しまう。ケアをめぐる

関

係性には傷つきが満ち

溢

れ
て
し
ま
い
や
す
い
。

そこに物語が生まれ

る

。恋愛において生しる

傷

つきをめぐって、恋愛
小説が生まれるように、

ケアすること/されるこ

とによって生しる傷つき

をめぐって、ケア小説は

生まれる。傷つきと向き
る。本書の編著者たちが

縦糸としているのはフェ

ミ
ニズムの政治理論であ

り、そこで指摘されてい

る
「公
的
領
域
」
「私
的
領

域」の枠組みを、ケア小

説を用いて脱構築しよう

とする。すなわち、私的

領域におけるケアによっ

て生じる傷つきが、ジ
ェ

合
い、傷つきを

消化していこう

とするとき、そ

のための物語が

必要
とされるか

らだ。本書
が
取
り
扱

っている
のはそ

のような物語た

ち
た
。
角
田
光
代

・三浦しを
ん
・

辻
村
深
月
な
ど
と

てき主′.をア
カ日一つより・

あ

ちる物紡カがたる信か
人用畑東

いう当代随一の
、、、

作
家
た
ち
が
、
子

育
て
や
介
護
で
生

じるケアと傷
つ

きを描いているわけだ

が、本書はそれらの物語

を取り上げて、その背景

て傷つきを生産し続ける

社
会
的
構
造
に
目
を
向け

2
七

六

衵

ンダーやナショナリズム

などの公的領域の歪みに

根差したものであり、そ

れにも関わらす人がケア

を生きていくありようが

明らかにされていくので

あ
る。この本で取り上げ
られ

ている物語はいす
れも魅

力的で、そしてそれが魅

力的であるように本書の

中で紹介されている。執

第者たちが深い親密さを
抱いた物語が選ばれてい

るからであろう。だか

ら
、
私
は
本
書
の
読
書
を
何

度も中断しようとした。

この書評がなければ、途

中で読むのを
一度やめて

いたと思う。というの

も、紹介されている小説

た
ちを
次々
と電
子
書
籍で

買ってしまい、そっちを

先に読みたくな
ってしま

ったからだ。それほどに

本
書
の
執
筆
者
た
ち
は
選
ん

た
ケア小
説
たちを
大切
に

扱っていると思う。

そのよう
にして
、魅
力

的なケア小説たちを読み

解
く
中
で
見
え
て
く
る
の

は
、
私
た
ち
の人
間
的
結
び

つき、繋がり、親密性と

いうものが、傷
つきをめ

ぐって紡がれていくとい

う
事実であ
る。それ
はケ

ア
の原基
にもなると同時

に、
ケア
関
係
の
中
で
の傷

つき
を
原
基
にし
て
立
ち
上

がってくるものでもあ

る。傷つきをサバイプす

るプロセスで、ケアする

人は誰かにケアされる。

依存する。それはケアさ

れている当事者かもしれ

ないし、また別の誰かか

もしれない
(本書で引用

されているキティが
「ド

ゥーリア」と呼んた人た

ちのことた
)。いすれに

せよ、傷つき、心が死に

かけているときに、誰か
との関係が心をサバイプ

させる。それはその誰か

を信じようとすることそ

のものが、生きていくこ

とへの信頼をかたちづく

っていくからであろう。

逆に言うのであれば、生

きようとするからこそ、

人は誰かを信じようと

し、そこに
「深い関係」

が築
かれて
いく。
それは

もしかしたら錯覚
かもし

れ
な
い。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
、
そ
の
は
か
な
さ
が
人
生

の
あ
る
時
期
を
丸
ご
と
抱
え

る
の
だ
。
ケア小説。それは誰も

信
じ
ら
れ
な
い傷
つき
と
絶

望
の
最
中
で
、
誰
か
を
信
じ

るために紡がれる物語で

ある。そういうことを本

書は教えてくれる。
(と

う
は
た
・か
いと
日臨
床
心

理
士
、
十
文
字
学
園
女
子
大

学
准
教
授
)
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